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本書は 1972年 l月， Snowmass at Aspen，Colorado で開かれた第 3回の 
Cardiovascular Conferenceの内容を， Santa Barbara Heart and Lung In-
stituteの Vogelによって編集されたものである。この Conferenceの目的は，
アメリカにおける全死亡の約 lんを占める心冠疾患に対して，表題にある温故知新
の立場から再検討することにあった。
本書の内容は，心筋虚血および硬塞の原因論，心筋虚血および硬塞における血
液酸素運搬の役割り，冠動脈の再生術，急性心筋硬塞の治療，および，心室機能
検査とその限界の五つに大別され，それぞれに，いくつかの秀れた論文がもりこ
まれているD とくに，自についたものを紹介すると， Florida大学の Eliotと 
Holsingerは，心筋虚血およひー硬塞の病態生理学的パノラマと題して， 心筋硬
塞で死亡した剖検例中，新しい叉は古い冠動脈閉塞が 40%にすぎないことから，
動脈閉塞→心筋硬塞という考え方には，なお十分な検討を要するということを冒
頭にかかげ，冠動脈と壊死の聞には，ある ul1lque な解剖学的および生理学的
な関係のあることを，著者独自の仮説を加えて述べている。 Vogel とその協研
者は，急性の冠動脈疾患に対する救急外科療法と題し， 8例の自験例 (veinby-
pass移植を行なド，すべて成功)を述べ，その考案で， emergency vein bypass 
を行なわないと，発作 24時間以内の死亡例を含まない 100例中 26例が 20カ月
以内に死亡，行なった例では，発作直後からの例を含めても，死亡例が 238例中 
16と低頻度であることを強調し，かっ， emergencey vein bypass を積極的に
行なうべき症例として，心性ショック，または，心ブロックを伴なった急性心硬
塞， unstable angina，status anginosisなど 6項目をあげている。 Harvard大
学の Hartleyは，心機能検査法として， 自転車エJレゴメーターとトレッドミ Jレ
による運動負荷法の対比を述べている。アメリカでは，日本・欧州などと異なり，
トレッドミ jレが，断然，運動負荷の主流をなしているのに，自転車工Jレゴメータ
ーの方が，体重の補正を要しないこと，費用のやすいこと，動かすのに便利なこ
となどから，よ P有用性に富んでいるとの結論には意外の感をいだかせた。また，
氏は，次の章で，心冠疾患、に対する運動負荷療法の効用と題して， training と
して，階段的に運動量を増したさいの種々な心・脈管力学的および代謝性因子の
増減を検討し， かような因子の変動が個々の例の optima1 10ad を規定しう
ると述べているD 日本においては，従来，虚血性心疾患に対する運動負荷テスト
は，専ら診断面にのみ応用され，治療面への応用ははなはだ少なかった。しかし，
近年，かような運動療法を薬物療法と相まって，より積極的におし進めるべきと
の方向にあるので，そのような観点に立っと，この論文は参考になることが多大
である。 Missouri大学の McCallister の冠疾患々者における左室機能の論文
も，尺度としてもっとも信頼性があるといわれている運動中の左室終末弛期圧の
重要性を強調しているものの，非観血法による心の時相分析との関係にもふれて
おり，日本においても，近年かような分析法が流行している折から，それを手が
けているものには益するところが多いであろう。最後に， American College of 
Cardiologyの Presidentである George Washington大学の Fox が， A 
national program of cardiovascular health と題し， 死亡率最高の心冠疾患
を，いかにしたら減らすことができるかにつき，その riskfactor の詳細な検討
と，さらにかような factorをいかにして国民に理解させるかにつき， conclud-
ing summaryにふさわしく，非常な迫力をもって書かれてあった。
この種の本は，アメリカでは多数出版されているが，本書は随所に新しい見解
が折りこまれ，内容も豊富で，しかも適当なまとまりをみせ，循環器学を専攻し
，ているものには，一読に附する良書:であると思う。(稲恩義明)
〔千葉医学;50，350，1974J 
